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１．研究計画の概要 

 

持続可能性（sustainability）は，地球環境問
題を考える上で最も重要なキーワードの一
つであるが，多くの持続可能性研究の中で人
間集団の健康・生存の位置づけは明確でない．
本 研 究 は ， 地 域 の 持 続 可 能 性 (local 

sustainability)について，過去から調査を継
続しているアジア途上国農村地域を対象と
した包括的な調査を実施する．調査内容は，
持続可能性の障壁となり得る健康関連事象
として，人口構造，慢性疾患，化学汚染の３
つを想定し，これらの経年変化の速度が異な
ると予想される複数集落を対象に，比較解析
を行う．これらが 10-20 年程度のスケールで
地域の持続可能性の障害となるかどうかを
予測する． 

 

２．研究の進捗状況 

(1)フィールド調査：平成 20 年８〜９月およ
び平成 21 年８〜９月にかけて，インドネシ
アの共同研究者とともに調査対象の西ジャ
ワ農村部を訪れた．対象地域は，養漁業とサ
ービス業が中心で都市近郊（suburb）型集落
である B と，バンドン南東で近郊農業の活発
な集落である C であり，生態学的条件ならび
に社会経済条件が両者では相当異なってい
る．また，これらの集落については，平成 15

年度以降，複数回にわたって調査を実施して
きており，ベースライン情報の蓄積がある．
日本側は研究者１名と学生１〜２名，インド
ネシアからは研究者２名と学生 2〜3 名が参
加した． 

 

(2)人口および慢性疾患の情報および関連デ
ータの収集：初回調査時には，どのような情

報を収集すべきかについて協議，21 年の訪問
時に，地域の保健所に，外来患者記録データ
の要約を依頼した．また，調査地が属するバ
ンドン県の環境保健局において，調査地域に
おける環境保健活動の実態について聞き取
りを行なった．県レベルでの人口情報を入手
した． 

 慢性疾患にかかわる要因として，学童の成
長（肥満），食物摂取頻度調査を実施した．
学童については以前より身体計測を行なっ
ている者を対象とし，縦断的にデータをとっ
ている．食事調査の結果から，より高エネル
ギーで動物性食品の摂取頻度の高い B 村に
おいて，成長速度が速いことを見いだした． 

 成人の BMI および貧血から，対象集落を
含む５集落の比較を行なったところ，男と女
とでは，各集落の相対的な位置づけが異なる
ことが明らかになった．したがって“集落”
という変数が健康指標に及ぼす影響には性
差が認められることになり，今後，肥満など
に関連した疾患の対策を講じる上で留意す
べき知見と考えられる． 

 

(3) 化学物質への曝露：２度の現地調査にお
いて，住民から尿試料を提供してもらい，重
金属・必須微量元素を ICP-MS で，アルキル
リン酸系農薬代謝産物を FPD−GC にて測定
した．農薬の代謝産物については，集落間差
はそれほど顕著ではないが，農村部で低値が
記録された．また，成人男性で検出率が高か
った． 

 また，GC/MS を用いた探索的な尿の分析
では，例えば 2,4-ジクロロアニリンが検出さ
れ，地域差が見いだされるなど，集落れべる
で，化学物質の扱いに相違があることを示唆
するデータが得られている． 
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 生活スタイルと化学物質との関連をしる
ために，世帯から排出される廃棄物の内訳を
調べたところ，すでにこれらの調査地におい
てもプラスティックあるいは医薬品などが
相当程度浸透してきていることが示唆され
た． 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている． 

（理由）平成 23 年度末に予定していた３回
目の調査が大震災の影響で延期されたため．
その他の点については概ね順調に進展して
いる． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 基本的に縦断的データを収集するように
努める．人口・慢性疾患については，既存の
統計データを収集整理する一方で，現地で代
理マーカーの測定を行なうことも検討する．
また，慢性疾患と関連の深いエネルギー代謝
についても，過去のデータとの比較を念頭に
おきつつ，データ収集を行ないたい． 
 
(1) 人口・慢性疾患の情報収集：人口につい
てはより小さな単位での情報が必要である．
慢性疾患については，十分に精確な情報を得
ることが難しいと考えられ，適切な情報を地
域保健所などに働きかけて入手する必要が
ある． 
(2) 化学物質への曝露：重金属・必須微量
元素の測定については，共同研究者の所属す
る研究所に移行し，そこで定点観測が実施で
きる方向を検討する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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